
特 別 掲 載

は
じ
め
に

１
９
９
４
年
の
ド
イ
ツ
介
護
保
険

法
は
、
翌
95
年
の
施
行
以
来
、
長
き

に
わ
た
っ
て
同
一
の
保
険
料
率
を
維

持
し
て
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
間

に
も
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
要
介
護

者
の
増
加
は
続
き
、
介
護
費
用
が
増

加
す
る
中
で
給
付
水
準
の
改
善
が
追

い
つ
か
ず
、
介
護
を
め
ぐ
る
様
々
な

問
題
が
顕
在
化
し
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
と
り
わ
け
制
度
創
設

か
ら
20
年
を
経
過
し
た
２
０
１
４
年

か
ら
16
年
に
か
け
て
、
第
３
次
メ
ル

ケ
ル
政
権
で
は
、
第
１
次
か
ら
第
３

次
ま
で
の
一
連
の
介
護
強
化
法
に
よ

り
、
大
幅
な
給
付
改
善
を
図
る
と
と

も
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
要

介
護
」
の
定
義
と
認
定
基
準
の
抜
本

的
な
改
革
を
断
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
従
来
の
基
準
で
は
対
応
が
不
十

分
だ
っ
た
認
知
症
な
ど
の
精
神
・
行

動
障
害
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
し
た

も
の
と
な
り
、
ま
た
３
区
分
の
認
定

基
準
を
５
段
階
に
拡
充
し
、
受
給
権

者
も
２
割
程
度
増
加
す
る
な
ど
、
制

度
創
設
以
来
の
重
要
な
改
革
と
な
っ

た
。し

か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
介
護
を

取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
は
続
い
た
た

め
、
第
４
次
メ
ル
ケ
ル
政
権
で
は
、

引
き
続
き
２
０
２
０
年
お
よ
び
21
年

に
相
次
い
で
法
律
改
正
を
行
い
、
給

付
改
善
や
入
所
介
護
施
設
の
人
材
確

保
難
の
解
消
に
向
け
た
支
援
措
置
を

講
じ
た
が
、
20
年
か
ら
始
ま
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
の
厳
し
い
財
政
環
境
下
で
、
必

ず
し
も
十
分
な
対
応
が
図
ら
れ
ず
、

課
題
は
21
年
秋
の
連
邦
議
会
総
選
挙

に
よ
り
政
権
に
つ
い
た
、
シ
ョ
ル
ツ

首
相
率
い
る
社
会
民
主
党（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）

と
連
帯
90
／
緑
の
党
、
自
由
民
主
党

（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）の
３
党
連
立
政
権
に
引
き

継
が
れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
介
護
を
め
ぐ

る
状
況
に
加
え
て
、
２
０
０
１
年
の

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
違
憲
判
決
に
対

応
し
て
05
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
き

た
、
子
の
い
な
い
介
護
保
険
の
被
保

険
者
に
対
す
る
追
加
保
険
料
に
関
す

る
規
定
に
対
し
、
22
年
４
月
７
日
の

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
育
て
た
子
の

数
の
違
い
に
よ
る
養
育
費
負
担
の
差

を
反
映
し
て
い
な
い
と
し
て
違
憲
の

決
定
を
行
い
、
23
年
７
月
31
日
ま
で

に
立
法
措
置
を
講
じ
る
よ
う
命
じ

た
。こ

う
し
た
流
れ
の
下
で
、
シ
ョ
ル

ツ
新
連
立
政
権
は
、
２
０
２
３
年
５

月
26
日
の
連
邦
議
会
で
「
介
護
支
援

お
よ
び
負
担
軽
減
法
」
を
成
立
さ
せ

た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
ド
イ
ツ
の
直

近
の
介
護
を
め
ぐ
る
全
体
状
況
を
概

観
し
た
上
で
、
こ
の
法
律
の
主
要
な

内
容
を
２
で
給
付
面
、
３
で
財
政
面

に
分
け
て
分
析
す
る
と
と
も
に
、
な

お
残
る
課
題
や
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

１　

要
介
護
者
の
増
加

と
そ
の
介
護
を
め
ぐ

る
状
況

ま
ず
、
公
表
さ
れ
て
い
る
直
近
の

２
０
２
１
年
介
護
統
計
に
よ
る
と
21

年
12
月
末
現
在
の
ド
イ
ツ
の
総
人
口

は
８
３
２
４
万
人
で
、
高
齢
化
率
は

22
・
１
％
、
こ
れ
に
対
し
て
要
介
護

者
は
４
９
６
万
人
で
、
全
体
の
要
介

護
発
生
率
は
６
・
０
％
と
な
っ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
の
制
度
は
、
日
本
と
は

（
注
1
）
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特 別 掲 載
異
な
り
、
年
齢
に
よ
る
区
別
は
な
く

全
年
齢
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

要
介
護
と
い
う
事
柄
の
性
格
上
、
15

歳
未
満
は
全
体
の
４
・
３
％
、
15
歳

以
上
65
歳
未
満
は
12
・
２
％
に
と
ど

ま
り
、
要
介
護
者
の
８
割
以
上
は
高

齢
者
が
占
め
て
い
る
。

こ
の
要
介
護
者
４
９
６
万
人
を
在

宅
と
施
設
入
所
、
さ
ら
に
在
宅
の
場

合
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
に
加
え
、
訪
問
介
護
お
よ
び
入
所

施
設
事
業
所
の
全
体
像
を
示
し
た
の

が
、
図
１
で
あ
る
。

こ
の
統
計
か
ら
、
主
な
特
徴
と
し

て
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。

①
要
介
護
者
の
総
数
は
、
前
回
２
０

１
９
年
統
計
と
比
較
し
て
83
・
４
万

人
、
率
に
し
て
20
・
２
％
増
加
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
17
年
か
ら
実
施
さ

れ
た
要
介
護
の
定
義
と
認
定
基
準
の

抜
本
的
な
改
革
の
影
響
が
な
お
続
い

て
い
る
ほ
か
、
統
計
捕
捉
上
の
影
響

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②
入
所
施
設
利
用
者
は
、

要
介
護
者
の
16
％
を
占

め
、
84
％
の
要
介
護
者
は

在
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
。

ま
た
、
要
介
護
者
の
52
％

は
在
宅
で
介
護
手
当（
金

銭
給
付
）を
受
け
家
族
の

み
に
よ
っ
て
介
護
を
受
け

て
お
り
、
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
全
面
的
あ
る
い
は

部
分
的
に
利
用
し
て
い
る

人
は
全
体
の
21
％
に
と
ど

ま
る
。

③
入
所
施
設
利
用
者
数

は
、２
０
１
９
年
の
81
・
８

万
人
か
ら
２
・
５
万
人
、率

に
し
て
３
％
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
し
てRothgang,H

./
M

üller,R.（
２
０
２
２
）で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

④
要
介
護
度
別
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
形

態
を
見
る
と
、
在
宅
で
家
族
の
み
に

よ
っ
て
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
割

合
は
、
要
介
護
度
２
で
は
70
％
を
占

め
て
い
る
の
が
、
要
介
護
度
が
増
す

ご
と
に
そ
の
比
率
が
下
が
り
、
要
介

護
度
５
で
は
32
％
ま
で
下
が
っ
て
い

る
。
逆
に
、
入
所
施
設
利
用
者
は
、

要
介
護
度
２
で
は
７
％
に
過
ぎ
な
い

の
が
重
度
化
す
る
に
つ
れ
て
増
加

し
、
要
介
護
度
５
で
は
49
％
と
、
ほ

ぼ
そ
の
半
数
が
入
所
施
設
介
護
を
受

け
て
い
る
。

一
方
で
、
在
宅
で
部
分
的
ま
た
は

全
面
的
に
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
の
割
合
は
、
要
介
護

度
２
の
23
％
か
ら
要
介
護
度
５
の

19
％
ま
で
、
微
減
傾
向
に
は
あ
る
も

の
の
、
要
介
護
度
に
か
か
わ
ら
ず
ほ

ぼ
２
割
前
後
の
要
介
護
者
が
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
在
宅

で
の
生
活
を
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
専
門
職
に
よ
る
訪
問
介
護
を
上

（
注
2
）

手
に
利
用
し
て
い
る
場
合
の
重
度
化

へ
の
対
応
力
の
高
さ
を
推
認
さ
せ
る
。

２　

介
護
保
険
給
付
の

改
善
措
置

⑴　

給
付
額
の
段
階
的
引
上
げ

介
護
費
用
増
加
に
伴
う
要
介
護
者

の
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
た
め
、
と
く
に
在
宅
介
護
に

重
点
を
置
き
、
給
付
額
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
た
。

ま
ず
在
宅
給
付
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
４
年
１
月
か
ら
、
介
護
手
当
と

現
物
給
付
の
額
を
５
％
ほ
ど
引
き
上

げ
、
さ
ら
に
25
年
１
月
か
ら
は
す
べ

て
の
介
護
給
付
―
在
宅
給
付
と
施
設

給
付
―
を
対
象
に
、
給
付
額
を
４
・

５
％
ほ
ど
引
き
上
げ
る
。
さ
ら
に
28

年
１
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
３
年

間
の
物
価
上
昇
率
に
対
応
し
て
、
す

べ
て
の
金
銭
お
よ
び
現
物
給
付
の
額

が
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
る
。

⑵　

介
護
支
援
手
当
の
給
付
改
善

被
用
者
が
急
に
近
親
の
家
族
の
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
急

ぎ
介
護
を
確
保
す
る
た
め
、
介
護
休

業
法
２
条
に
基
づ
き
、
短
期
間
の
介

護
休
業
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

図１　要介護者と介護サービス事業所の状況（2021年末現在）
要介護者総数　496万人（100％）

在宅介護　417万人（84％） 入所施設
79.3万人（16％）

家族による介護　255万人（52％）
（要介護度２－５）

訪問介護
全部／一部

利用
104.7万人
（21％）

＊
56.5
万人

（11％）

15,400
訪問介護 
事業所
従事者

442,900人

16,100
入所介護施設

従事者
814,000人

＊要介護度１で、もっぱら州法に基づく給付のみ、あるいは全く給付を受けていない者
（出所）　Statistisches Bundesamt（2022）に基づき筆者が作成。
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る
。
そ
し
て
、
そ
の
休
業
期
間
中
、

使
用
者
に
対
す
る
賃
金
継
続
支
払
請

求
権
が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
申
請

に
よ
り
介
護
支
援
手
当
が
支
給
さ
れ

る
。
こ
の
請
求
権
は
、
従
来
は
１
人

の
要
介
護
者
に
つ
き
１
回
限
り
、
10

労
働
日
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
制
限
が
外
さ
れ
、
年
間
で

10
労
働
日
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

拡
充
さ
れ
た
。

⑶　

代
替
介
護
給
付
と
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
給
付
の
共
通
年
額
化

家
族
介
護
に
支
障
が
生
じ
た
場
合

の
代
替
介
護（
39
条
）と
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ（
42
条
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形
態

が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
介
護
家
族

の
負
担
軽
減
に
重
要
な
機
能
を
果
た

し
、
両
給
付
間
の
相
互
の
利
用
枠
の

融
通
を
広
げ
る
な
ど
、
逐
年
改
善
が

図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
な
お
、
年
間
の
利
用
可
能
日
数
や

待
機
期
間
の
有
無
な
ど
に
相
違
が
あ

り
、
要
介
護
者
と
家
族
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
柔
軟
に
利
用
す
る
上
で
支
障

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
の
改
正
で

は
、
こ
う
し
た
相
違
点
を
除
去
し
、

両
者
共
通
の
年
間
利
用
限
度
額
と
し

て
共
通
年
額（
42
ａ
条
）を
新
た
に
設

け
、
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
よ
り

柔
軟
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
改
善
さ

れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
年
間
利
用
期
間
は

８
週
間
に
統
一
さ
れ
、
代
替
介
護
の

待
機
期
間
の
要
件
も
削
除
さ
れ
、
共

通
の
年
間
利
用
額
３
５
３
９
ユ
ー
ロ

が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
２
０
２
５
年

７
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。な

お
、
25
歳
未
満
で
要
介
護
度
４

ま
た
は
５
に
該
当
す
る
重
度
の
要
介

護
者
の
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
親
が
介
護
し
て
お
り
、
そ
の
負

担
は
格
別
に
重
い
た
め
、
こ
れ
に
該

当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改

正
内
容
が
２
０
２
４
年
１
月
１
日
か

ら
前
倒
し
で
実
施
さ
れ
る
。

⑷　

介
護
施
設
入
所
者
の
自
己
負
担

部
分
に
対
す
る
追
加
給
付

ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
の
給
付
対
象

は
介
護
に
係
る
費
用
で
あ
り
、
施
設

入
所
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
食
費
・

居
住
費
は
そ
も
そ
も
給
付
対
象
外

で
、
そ
の
他
に
も
施
設
の
投
資
費
用

や
実
習
に
係
る
費
用
な
ど
も
対
象
外

と
さ
れ
る
。
加
え
て
、
介
護
費
用
に

つ
い
て
も
、
そ
の
全
額
を
給
付
対
象

と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
の
年
金

生
活
者
の
収
入
・
資
産
が
あ
れ
ば
、

介
護
保
険
か
ら
の
給
付
が
あ
れ
ば
介

護
扶
助
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
支

払
い
を
続
け
て
い
け
る
程
度
の
水
準

に
設
定
さ
れ
る（
部
分
保
険
）。

こ
の
入
所
施
設
の
介
護
費
用
に
係

る
利
用
者
負
担
は
、
各
施
設
ご
と
に

そ
の
費
用
か
ら
介
護
保
険
給
付
額
を

控
除
し
た
額
を
入
所
者
の
要
介
護
度

に
関
わ
り
な
く
統
一
的
に
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
、
施
設
統
一
利
用
者
負
担

部
分（
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）と
呼
ば
れ
る
。
そ
の

額
は
各
州
に
よ
り
、
ま
た
各
施
設
ご

と
に
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
施
設

を
選
択
す
る
際
の
重
要
な
情
報
と

な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
の
導
入
時
に
は
、

そ
の
創
設
の
狙
い
通
り
、
と
り
わ
け

施
設
入
所
者
に
つ
い
て
、
介
護
扶
助

に
依
存
す
る
者
は
大
幅
に
減
少
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
長
ら
く
給
付

水
準
が
抑
制
さ
れ
て
き
た
た
め
、
介

護
費
用
の
高
騰
に
対
応
で
き
ず
、
不

足
額
を
介
護
扶
助
に
依
存
す
る
者
の

割
合
が
徐
々
に
増
加
を
続
け
、
制
度

創
設
の
正
統
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
施
設
入
所

者
の
う
ち
、
介
護
保
険
給
付
に
加
え

て
社
会
扶
助
か
ら
介
護
扶
助
を
受
給

し
て
い
る
も
の
の
割
合
は
、
２
０
１

０
年
の
31
・
２
％
か
ら
21
年
に
は

34
・
７
％
へ
と
増
加
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
前
政
権
下
の
最
後
の
時
期
に
当

た
る
２
０
２
１
年
７
月
11
日
の
保
健

サ
ー
ビ
ス
供
給
継
続
発
展
法
に
よ

り
、
施
設
入
所
者
に
対
す
る
追
加
給

付
が
導
入
さ
れ
た
。

そ
の
際
、Rothgang

教
授
ら
が

参
画
し
た
も
と
も
と
の
連
邦
保
健
省

の
２
０
２
０
年
の
改
革
骨
子
案
で

は
、
Ｅ
Ｅ
Ｅ
の
上
限
を
月
額
７
０
０

ユ
ー
ロ
ま
で
に
制
限
し
、
負
担
期
間

も
入
所
後
３
年
間
に
限
る
と
す
る
も

の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
案
に
よ

る
介
護
保
険
財
政
の
負
担
が
重
す
ぎ

た
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
は
入
所
者

の
入
所
期
間
に
応
じ
て
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
と
い
う
案
に
落
ち
着
い

た
。し

か
し
、
直
近
の
介
護
施
設
の
利

用
者
負
担
金
と
追
加
給
付
、
入
所
者

の
自
己
負
担
の
状
況
は
図
２
の
通
り

で
、
当
初
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
こ
れ
で
は
介
護
扶
助
に
依
存
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す
る
者
の
増
加
を
抑
制
す
る
効
果
が

弱
く
、
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
軽
減
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
は
踏
襲
し
つ
つ
、
入
所

期
間
に
応
じ
た
追
加
給
付
の
割
合

を
、
表
１
の
通
り
10
％
か
ら
５
％
ほ

ど
引
き
上
げ
、
２
０
２
４
年
１
月
か

ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
回
の
負
担
軽
減
策
は
、
介
護
保

険
財
政
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
の
当

面
の
改
善
策
で
あ
り
、
今
後
の
入
所

施
設
の
介
護
費
用
の
上
昇
と
そ
れ
に

よ
る
介
護
扶
助
受
給
者
の
動
向
に

よ
っ
て
は
、
よ
り
抜
本
的
な
対
策
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

３　
保
険
財
政
基
盤
の
安

定
化
と
連
邦
憲
法
裁
判

所
決
定
へ
の
対
応

⑴　

財
政
基
盤
の
安
定
化
の
た
め
の

保
険
料
率
の
大
幅
引
上
げ

ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
は
１
９
９
５

年
１
月
か
ら
１
・
０
％
、
入
所
施
設

給
付
が
導
入
さ
れ
た
96
年
７
月
か
ら

は
１
・
７
％
の
料
率
が
07
年
ま
で
維

持
さ
れ
、
財
政
的
に
は
極
め
て
安
定

的
に
推
移
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
、
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
要
介
護
者
が
増
加
を
続
け

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
水
準
が

基
本
的
に
据
え
置
か
れ
て
き
た
こ
と

と
、
低
賃
金
や
職
員
不
足
な
ど
介
護

の
職
場
の
労
働
環
境
の
悪
化
に
よ
る

介
護
従
事
者
の
離
職
、
確
保
難
の
深

刻
化
、
施
設
入
所
者
の
自
己
負
担
の

増
加
と
そ
れ
に
伴
う
介
護
扶
助
に
依

存
す
る
者
の
増
加
な
ど
、
介
護
を
め

ぐ
る
問
題
は
深
刻
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
た

め
、
２
０
１
４
年
以
降
、
相
次
い
で

給
付
改
善
や
給
与
の
引
上
げ
や
職
員

配
置
の
改
善
に
向
け
た
各
種
の
措

置
、
要
介
護
の
定
義
と
認
定
基
準
の

抜
本
改
正
な
ど
が
相
次
い
で
行
わ

れ
、
そ
れ
に
伴
う
財
源
確
保
の
た
め

に
、
保
険
料
率
も
図
３（
52
頁
）に
見

る
よ
う
に
、
大
幅
な
引
上
げ
が
行
わ

れ
て
き
た
。

さ
ら
に
今
回
の
法
律
に
よ
り
、
子

の
い
る
被
保
険
者
に
対
す
る
保
険
料

率
が
３
・
05
％
か
ら
０
・
35
％
ほ
ど

引
き
上
げ
ら
れ
て
３
・
４
％
と
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
る
保
険
料
の
増
収
は
約
66

億
ユ
ー
ロ
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
子
の
い
な
い
23
歳
以
上
の
被
保
険

者
に
対
す
る
追
加
保
険
料
率
も
０
・

35
％
か
ら
０
・
６
％
へ
と
引
き
上
げ

ら
れ
、
い
ず
れ
も
２
０
２
３
年
７
月

か
ら
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
保
険
料
率
の
引
上
げ
は
、

２
で
み
た
各
種
の
給
付
水
準
の
改
善

に
伴
う
支
出
増
と
、
次
に
述
べ
る
２

人
以
上
子
の
い
る
被
保
険
者
に
対
す

る
保
険
料
負
担
の
軽
減
に
伴
う
保
険

料
収
入
の
減
少
に
対
応
し
て
、
必
要

な
財
源
を
確
保
し
保
険
財
政
基
盤
を

強
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

⑵　

違
憲
決
定
に
対
応
す
る
子
の
人

数
に
応
じ
た
保
険
料
率
の
軽
減

介
護
保
険
制
度
の
中
に
お
い
て
、

子
の
養
育
を
通
じ
て
賦
課
方
式
の
制

度
の
持
続
可
能
性
に
貢
献
し
た
こ
と

を
保
険
料
負
担
面
で
配
慮
す
べ
き
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
２
０
０
１
年
４

月
３
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決

は
、
こ
れ
を
反
映
し
な
い
同
一
の
保

険
料
率
設
定
は
家
族
の
特
別
の
保
護

図２�　入所介護施設の統一利用者負担と入所者の自己負担（2023年７月
１日、単位：ユーロ /月）

利用者自己負担

EEE
追加給付

投資費用

居住費と食費

2,610

1,245

477

888

2,548

1,183

477

888

2,299

934

477

888

2,050

685

477

888

1,738
373

45％＝56025％＝3115％＝62 70％＝871

477

888

全国単純平均 12月まで 13月－24月 25月－36月 36月超
（出所）　Verband der Ersatzkassen （vdek）（2023）より筆者が作成。

表１�　介護施設入所者の介護費用自己負担に対
する追加給付

入所施設への入所期間
EEE に対する給付比率

現行 2024年１月〜

12月まで ５％ 15％

13月から24月まで 25％ 30％

25月から36月まで 45％ 50％

36月超 70％ 75％
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特 別 掲 載

を
定
め
た
基
本
法
６
条
１
項
と
の
関

連
で
３
条
１
項
の
平
等
原
則
に
違
反

す
る
と
し
て
違
憲
判
断
を
下
し
た
。

こ
の
判
決
を
受
け
て
、
当
時
の
Ｓ
Ｐ

Ｄ
と
連
帯
90
／
緑
の
党
の
連
立
政
権

は
、
04
年
12
月
15
日
の
子
ど
も
配
慮

法
に
よ
り
、
23
歳
以
上
の
介
護
保
険

の
被
保
険
者
の
う
ち
、
子
の
い
な
い

も
の
に
対
し
て
、
０
・
25
％（
22
年

１
月
か
ら
は
０
・
35
％
）の
追
加
保

険
料
を
課
す
こ
と
と
し
、
05
年
１
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対

し
て
、
今
回

の
２
０
２
２

年
４
月
７
日

の
連
邦
憲
法

裁
判
所
決
定

で
は
、
同
じ

く
子
を
養
育

し
た
被
保
険

者
で
あ
っ
て

も
、
１
人
の

子
と
複
数
の

子
を
養
育
し

た
者
と
で

は
、
養
育
し

た
子
の
数
に

応
じ
て
そ
の

費
用
は
大
き

く
異
な
る
に

も
か
か
わ
ら

ず
、
養
育
し

た
子
の
数
に

関
係
な
く
同
一
の
保
険
料
率
を
課
し

て
い
る
現
行
法
の
規
定
は
、
基
本
法

３
条
１
項
の
平
等
原
則
に
違
反
し
て

い
る
旨
を
判
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
今
回
の
法
律
で

は
、
ま
ず
、
現
行
の
子
の
い
る
23
歳

以
上
の
被
保
険
者
の
保
険
料
率
３
・

４
％
を
基
本
料
率
と
し
、
子
の
い
な

い
被
保
険
者
へ
の
追
加
保
険
料
率
を

０
・
６
％
に
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
２
０
０
１
年
判
決
に

い
う
、
保
険
料
負
担
と
い
う
金
銭
的

貢
献
に
加
え
て
、
賦
課
方
式
に
よ
る

介
護
保
険
の
将
来
の
持
続
可
能
性
に

対
す
る
出
生
面（generativ

）で
の

貢
献
に
対
応
す
る
も
の
で
、
従
来
通

り
、
23
歳
以
上
の
被
保
険
者
に
つ
い

て
、
子
の
年
齢
に
関
係
な
く
生
涯
適

用
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
２
人
以
上
子
を

養
育
し
た
被
保
険
者
に
対
す
る
子
の

人
数
に
応
じ
た
保
険
料
率
の
軽
減

は
、
決
定
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

実
際
に
養
育
す
る
子
の
数
に
応
じ
た

養
育
費
用
お
よ
び
養
育
に
伴
う
就
労

の
制
約
と
い
う
機
会
費
用
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
人
以

上
５
人
ま
で
の
25
歳
未
満
の
子
の
数

に
応
じ
て
、
子
１
人
当
た
り
０
・

25
％
の
保
険
料
率
を
軽
減
す
る
こ
と

と
し
、
２
０
２
３
年
７
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。

具
体
的
に
、
子
の
有
無
お
よ
び
数

に
応
じ
た
介
護
保
険
の
保
険
料
率

は
、
表
２
の
通
り
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
違
憲
決
定
を
受
け

た
今
回
の
法
律
に
よ
る
子
の
養
育
費

用
の
保
険
料
負
担
面
で
の
配
慮
措
置

図３　介護保険給付費と保険料率の推移（2010－23年）

給
付
費（
単
位
：
10
億
ユ
ー
ロ
）

保
険
料
率（
％
）

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

4.50％

3.50％

4.00％

3.00％

2.50％

2.00％

1.50％

1.00％

0.50％

0.00％

20
10
年
20
11
年
20
12
年
20
13
年
20
14
年
20
15
年
20
16
年
20
17
年
20
18
年
20
19
年
20
20
年
20
21
年
20
22
年

在宅給付 施設給付 保険料率 子のいない被保険者の保険料率
20
23
年
７
月

表２�　養育した子の数に応じた介護保険料率（2023年７月１日〜）

被保険者 被保険者 事業主 合計 加減と対象の子の年齢

子がいない 2.30％ 1.70％ 4.00％ ＋0.6％（終身）

子が１人 1.70％ 1.70％ 3.40％ 基本料率（終身）

子が２人 1.45％ 1.70％ 3.15％ －0.25％（25歳未満）

子が３人 1.20％ 1.70％ 2.90％ －0.50％（25歳未満）

子が４人 0.95％ 1.70％ 2.65％ －0.75％（25歳未満）

子が５人以上 0.70％ 1.70％ 2.40％ －1.00％（25歳未満）

No.3239［2023.10.16］　週刊社会保障 52



特 別 掲 載

は
、
実
際
の
子
育
て
期
間
中
の
家
庭

の
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
と
同
時

に
、
軽
減
対
象
期
間
を
子
が
25
歳
に

到
達
す
る
ま
で
に
限
定
す
る
こ
と

で
、
保
険
料
収
入
の
減
少
を
最
少
限

度
に
と
ど
め
る
と
い
う
、
周
到
に
配

慮
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
子

の
数
や
年
齢
の
確
認
な
ど
の
手
続
き

が
複
雑
に
な
る
点
は
否
め
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
介
護
保
険
財
政
の

状
況
に
配
慮
し
、
２
０
２
１
年
の
保

健
サ
ー
ビ
ス
供
給
継
続
発
展
法
お
よ

び
22
年
予
算
法
に
よ
り
新
た
に
導
入

さ
れ
た
10
億
ユ
ー
ロ
の
連
邦
拠
出
の

貸
付
金
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
23
年

12
月
ま
で
に
５
億
ユ
ー
ロ
を
返
済

し
、
残
る
５
億
ユ
ー
ロ
に
つ
い
て
は

28
年
末
ま
で
に
返
済
す
る
こ
と
と
さ

れ
た（
61
ａ
条
２
項
）。

４　

改
正
の
評
価
と
今

後
の
見
通
し

今
回
の
改
正
は
、
前
政
権
か
ら
引

き
継
が
れ
て
き
た
課
題
に
加
え
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
の
違
憲
決
定
に
対
応

す
る
た
め
に
、
本
来
は
社
会
政
策
や

財
政
政
策
に
関
す
る
立
場
を
大
き
く

異
に
す
る
３
党
の
連
立
政
権
下
で
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
介
護
を

め
ぐ
る
状
況
の
深
刻
化
に
対
応
し

て
、
厳
し
さ
を
増
す
介
護
保
険
財
政

と
連
邦
財
政
の
枠
組
み
の
中
で
、
ギ

リ
ギ
リ
の
工
夫
を
行
っ
た
も
の
と
し

て
評
価
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
当
面
２
０
２
４
年
な
い

し
25
年
か
ら
の
給
付
改
善
と
保
険
料

財
源
の
確
保
は
図
っ
た
も
の
の
、
費

用
の
捻
出
の
た
め
に
将
来
の
介
護
費

用
の
増
加
に
備
え
る
た
め
の
準
備
基

金
へ
の
拠
出
を
１
年
間
先
送
り
す
る

な
ど
の
調
整
を
行
っ
た
ほ
か
、
28
年

か
ら
の
消
費
者
物
価
の
動
向
を
反
映

し
た
給
付
額
の
ス
ラ
イ
ド
化
に
つ
い

て
も
、
25
年
ま
で
の
今
立
法
会
期
内

に
政
府
が
示
す
長
期
的
な
介
護
保
険

財
政
の
見
通
し
を
前
提
と
し
て
お

り
、
な
お
大
き
な
不
確
定
要
素
を
は

ら
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
今
回
の
改
正
で
は
、
医
療

保
険
と
は
異
な
り
連
邦
補
助
の
導
入

も
見
送
っ
て
お
り
、
保
険
料
財
源
だ

け
で
費
用
を
賄
う
た
め
、
当
座
の
財

源
手
当
だ
け
で
０
・
35
％
ほ
ど
保
険

料
率
を
引
き
上
げ
て
３
・
４
％（
子

の
い
な
い
被
保
険
者
は
４
・
０
％
）

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
医
療
保
険

料
16
・
２
％（
追
加
保
険
料
率
の
平

均
１
・
６
％
を
含
む
）、
年
金
保
険

料
18
・
６
％
、
雇
用
保
険
料
２
・
６
％

を
含
め
て
、
２
０
２
３
年
の
社
会
保

険
料
率
は
40
・
８
％（
子
の
い
な
い

被
保
険
者
は
41
・
４
％
）と
な
り
、

１
９
９
０
年
代
以
降
、
与
野
党
を
問

わ
ず
長
き
に
わ
た
っ
て
社
会
保
険
料

負
担
の
限
界
と
し
て
頑
な
に
守
っ
て

き
た
40
％
の
大
台
を
大
き
く
踏
み
越

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
今

後
も
要
介
護
者
の
増
加
や
重
度
化
、

介
護
の
労
働
環
境
改
善
の
た
め
の
賃

金
引
上
げ
や
職
員
配
置
の
強
化
な
ど

が
さ
ら
に
続
く
中
で
、
こ
の
保
険
料

率
に
よ
っ
て
も
ど
こ
ま
で
必
要
な
費

用
の
増
加
を
賄
い
き
れ
る
か
、
見
通

し
は
厳
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本

と
は
制
度
設
計
の
相
違
は
あ
る
も
の

の
、
両
国
と
も
に
、
今
後
と
も
介
護

を
め
ぐ
っ
て
は
、
給
付
と
負
担
の
両

面
に
わ
た
っ
て
厳
し
い
選
択
を
迫
ら

れ
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
そ
の

行
方
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

＊
本
稿
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
版
に
つ
い
て
は
、
福

祉
未
来
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ（ifw

j.org/output/

）

に
掲
載
の
拙
稿
を
参
照
下
さ
い
。

注 ⑴　

メ
ル
ケ
ル
政
権
下
の
改
正
経
緯
や
内
容
、

課
題
の
分
析
つ
い
て
は
、
田
中（
２
０
２
２
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑵　

こ
のPflegereport 2022, 132-163

に

よ
れ
ば
、
２
０
２
０
年
12
月
の
時
点
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
累
積

死
亡
者
数
の
55
％
に
当
た
る
１
万
１
９
４

１
人
が
介
護
施
設
で
死
亡
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
状
況
か
ら
利
用
者
の
退
所
や
利
用

控
え
が
生
じ
る
一
方
、
施
設
側
も
２
０
２

０
年
４
月
の
段
階
で
す
で
に
半
数
の
施
設

に
お
い
て
新
規
の
受
入
を
停
止
し
た
。
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